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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
本
会
が
か
ね
て
か
ら
求
め
て
参
り
ま
し
た
第
二
期
地
方
分
権
改
革
が
ス
タ
ー
ト

し
た
大
変
重
要
な
年
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
に
設
置
さ
れ
た
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
は
、
今

春
か
ら
順
次
政
府
に
対
し
て
勧
告
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
会
と
し
て
も
審

議
を
注
視
し
、
地
方
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
は
、
い
わ
ゆ
る
地
域
間
格
差
の
是
正
が
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
は
、
こ
れ
の
解
決
に
向
け
て
地
方
税

の
偏
在
是
正
と
あ
わ
せ
て
、
地
方
交
付
税
の
増
額
及
び
財
源
保
障
・
財
源
調
整
機
能
の
強
化
を
強

く
求
め
て
参
り
ま
し
た
。
活
力
あ
る
日
本
を
創
造
す
る
た
め
に
は
第
二
期
地
方
分
権
改
革
を
着
実

に
推
進
し
、
偏
在
性
の
少
な
い
地
方
税
体
系
を
構
築
す
る
な
ど
、
地
方
が
自
ら
の
創
意
工
夫
を
存

分
に
発
揮
で
き
る
行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
と
も
引
き
続
き
国
に

対
し
真
の
地
方
分
権
の
実
現
を
強
く
求
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
き
て
お
り
、
昨
年
７
月
に
発
足
し
た
第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会
に
お
い
て
も
、
今
後
、
議
会
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
本
格
的
な
審
議
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
我
々
市
議
会
が

市
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
、
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
く
に
は
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の

責
務
を
自
覚
し
、
議
員
活
動
に
ま
い
進
す
る
と
と
も
に
、
議
会
制
度
の
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
本
会
と
し
て
も
昨
年
１１
月
の
第
８３
回
評
議
員
会
に
お
き
ま
し
て
「
地
方
議
会

の
権
能
強
化
に
関
す
る
決
議
」
と
「
地
方
議
会
議
員
の
位
置
付
け
の
明
確
化
に
関
す
る
決
議
」
を

決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
決
意
も
新
た
に
、
真
の
地
方
分
権
を
推
進
し
、
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
社
会
の
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
各
市
、
各
市
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
、
新
潟
県

中
越
沖
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発

し
、多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
総
務
大
臣
に
就
任
し
て
か
ら

初
め
て
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

私
は
、
福
田
内
閣
が
目
指
す
「
自
立

と
共
生
」
を
政
策
の
基
本
に
し
つ
つ
、

「
希
望
と
安
心
」
の
国
づ
く
り
に
向
け
、

総
務
大
臣
と
し
て
、
各
般
の
施
策
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

総
務
省
は
、
国
民
生
活
に
密
着
し
た

幅
広
い
行
政
分
野
を
担
っ
て
お
り
、
い

ず
れ
も
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
な
分
野
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
昨
年
４
月
ま
で
の
３
期
１２
年

間
の
岩
手
県
知
事
と
し
て
の
地
方
で
の

経
験
を
生
か
し
、
新
た
な
視
点
で
改
革

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
の
下
、
「
地
方
の

元
気
が
日
本
の
力
」
を
私
の
基
本
理
念

と
し
て
、
地
方
と
都
市
の
格
差
の
拡
大

を
防
ぎ
、
地
方
の
活
力
を
取
り
戻
す
た

め
、
地
方
の
声
に
耳
を
傾
け
、
地
方
の

再
生
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
方
自
治
体
に
対
す
る
一
層
の
権
限
移

譲
、
地
方
税
財
政
の
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
記
録
問

題
に
つ
い
て
、
年
金
記
録
確
認
第
三
者

委
員
会
等
に
お
い
て
、
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
２３
年
の
完
全
デ
ジ

タ
ル
元
年
に
向
け
、
更
な
る
通
信
・
放

送
分
野
の
改
革
を
全
力
で
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

以
下
、
各
分
野
の
具
体
的
な
取
組
に

つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
方
分
権
、
地
方
行
財
政
改
革
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
自
由
度
を
拡

大
し
、
責
任
を
も
っ
て
行
政
を
実
施
で

き
る
「
地
方
が
主
役
の
国
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
昨

年
１１
月
に
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
か
ら
「
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
」

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
地
方
の
自

由
と
責
任
を
高
め
、
地
域
の
力
を
引
き

出
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
地

方
に
対
す
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
大

幅
な
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
見
直
し

の
「
共
通
基
準
」
（
メ
ル
ク
マ
ー
ル
）

を
も
と
に
、
徹
底
し
た
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
個
別
行

政
分
野
に
お
け
る
国
と
地
方
の
役
割
分

担
を
見
直
し
、
地
方
へ
の
権
限
移
譲
を

進
め
る
と
と
も
に
、
国
の
地
方
支
分
部

局
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、

平
成
１１
年
３
月
に
３
２
３
２
あ
っ
た
市

町
村
が
本
年
７
月
に
は
１
７
８
８
と
な

る
予
定
で
あ
る
な
ど
、
相
当
程
度
進
展

し
て
い
ま
す
。
総
務
省
と
し
て
は
、
引

き
続
き
市
町
村
合
併
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
合
併
後
の
市
町
村
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
援
し
ま
す
。

地
方
行
革
に
つ
い
て
は
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
施
を
促
す
と
と
も

に
、
地
方
行
革
新
指
針
に
基
づ
き
行
政

改
革
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

地
方
公
務
員
の
定
員
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
５
年
間
で
国
の
行
政
機
関

の
５
・
７
％
の
定
員
純
減
と
同
程
度
の

定
員
純
減
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
給
与
に
つ
い
て
も
、
一
層
の
適
正

化
や
、
国
の
給
与
構
造
改
革
を
踏
ま
え

た
取
組
等
を
更
に
徹
底
し
て
ま
い
り
ま

す
。地

方
公
務
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
務
員
法
改
正
法
案
を
提
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
能
力
・
実
績
主
義

の
徹
底
と
退
職
管
理
の
適
正
確
保
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
全
国
ど
の

よ
う
な
地
域
で
あ
っ
て
も
一
定
水
準
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
地
方
の
再
生
に
向
け

て
自
主
的
・
主
体
的
に
活
性
化
施
策
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
地
方
税
、
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
の
円
滑
な
施
行
に

努
め
る
と
と
も
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の

経
営
改
革
や
公
立
病
院

改
革
の
取
組
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

地
方
税
制
に
つ
い
て

は
、
更
な
る
地
方
分
権

の
推
進
と
そ
の
基
盤
と

な
る
地
方
税
財
源
の
充

実
を
図
る
中
で
、
地
方
消
費
税
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
地
方
法
人

課
税
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
な

ど
に
よ
り
、
偏
在
性
が
小
さ
く
税
収
が

安
定
的
な
地
方
税
体
系
を
構
築
す
る
こ

と
を
基
本
に
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
消
費

税
を
含
む
税
体
系
の
抜
本
的
改
革
に
お

い
て
、
地
方
消
費
税
の
充
実
と
地
方
法

人
課
税
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
含
む
地

方
税
改
革
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地
域
間

の
税
源
偏
在
の
是
正
に
早
急
に
対
応
す

る
た
め
、
消
費
税
を
含
む
税
体
系
の
抜

本
的
改
革
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
の
暫

定
措
置
と
し
て
、
法
人
事
業
税
の
一
部

を
分
離
し
、
地
方
法
人
特
別
税
及
び
地

方
法
人
特
別
譲
与
税
を
創
設
す
る
こ
と

に
よ
り
、
偏
在
性
の
小
さ
い
地
方
税
体

系
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
偏
在
是
正
策
に
よ
っ
て

生
じ
る
財
源
を
活
用
し
、
地
方
再
生
・

地
域
活
性
化
の
た
め
の
地
方
交
付
税
特

別
枠
を
創
設
し
、
市
町
村
に
配
慮
し
た

重
点
配
分
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
魅
力
あ
る
地
方
の
創
出
を
一

層
促
進
す
る
た
め
、
「
頑
張
る
地
方
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
地
方
交

付
税
等
の
財
政
支
援
に
加
え
て
、
新
た

に
先
進
市
町
村
や
民
間
の
人
材
派
遣
、

研
修
等
を
実
施
し
、
地
域
の
人
材
の
育

成
・
活
性
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
時
代
に
対
応

し
た
新
た
な
過
疎
対
策
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
総
務
省
の
抱
え
る
課
題

は
、
大
変
幅
広
い
分
野
に
及
ん
で
お
り

ま
す
。
今
後
も
総
務
省
の
総
合
力
を
生

か
し
て
、
国
民
の
皆
様
の
目
線
に
立
っ

て
各
般
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
が
ま
す
ま
す
豊
か
な
も

の
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
御
支
援
・
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平平
成成
２２００
年年

年年
頭頭
ああ
いい
ささ
つつ

総
務
大
臣

増
田

寛
也
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総
務
省
は
１２
月
２４
日
、
地
方
自

治
体
の
地
方
債
発
行
見
込
み
額
を

示
す
平
成
２０
年
度
の
地
方
債
計
画

を
ま
と
め
た
。

地
方
債
の
発
行
総
額
は
、
地
方

の
行
政
改
革
や
財
政
健
全
化
の
推

進
な
ど
に
よ
り
、
０
・
３
％
減

（
前
年
度
比
、
以
下
同
じ
）
の
１２

兆
４
７
７
６
億
円
と
な
る
見
込
み

で
５
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
。
う
ち

普
通
会
計
分
は
０
・
５
％
減
の
９

兆
６
０
５
５
億
円
、
公
営
企
業
会

計
等
分
は
０
・
５
％
増
の
２
兆
８

７
２
１
億
円
と
な
っ
た
。

普
通
会
計
分
の
う
ち
、
投
資
的

事
業
の
関
連
経
費
を
賄
う
通
常
分

は
、
公
共
事
業
な
ど
の
抑
制
に
よ

り
４
・
１
％
減
の
４
兆
６
３
７
３

億
円
に
縮
小
。
一
方
、
一
般
財
源

の
収
支
不
足
を
補
う
特
別
分
は
、

３
・
２
％
増
の
４
兆
９
６
８
２
億

円
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
の
不

足
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
は
、

７
・
７
％
増
の
２
兆
８
３
３
２
億

円
を
計
上
。
こ
の
措
置
に
よ
り
、

２０
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
る
地
方
交

付
税
特
別
枠
の
財
源
も
確
保
さ
れ

た
。
ま
た
、
通
常
債
の
充
当
率
の

臨
時
的
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
増

発
さ
れ
る
財
源
対
策
債
は
、
３
・

１
％
減
の
１
兆
５
４
０
０
億
円
と

な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
１９
年
度
に
引
き
続

き
、
公
債
費
負
担
軽
減
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
。対
象
と
な
る
の
は
、

徹
底
し
た
総
人
件
費
の
削
減
等
を

内
容
と
す
る
「
財
政
健
全
化
計

画
」
か
「
公
営
企
業
経
営
健
全
化

計
画
」を
策
定
し
て
い
る
自
治
体
。

２１
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
５
兆

円
程
度
の
公
的
資
金
（
旧
資
金
運

用
部
資
金
、
旧
簡
易
生
命
保
険
資

金
、
公
営
企
業
金
融
公
庫
資
金
）

の
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
等
を
行

い
、
過
去
に
年
利
５
・
０
％
以
上

で
借
り
入
れ
た
高
金
利
の
地
方
債

負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
。
そ
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
民
間
等

資
金
に
よ
る
借
換
債
の
発
行
も
認

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

自
治
体
へ
の
新
た
な
支
援
措
置

と
し
て
「
公
立
病
院
特
例
債
（
６

０
０
億
円
）
」
も
創
設
さ
れ
た
。

病
院
事
業
の
営
み
に
よ
り
多
額
の

不
良
債
務
を
抱
え
る
自
治
体
に
対

し
、同
特
例
債
の
発
行
を
認
め
る
。

償
還
期
間
は
概
ね
７
年
以
内
。

▽
起
債
年
度
は
２０
年
度
に
限
ら

れ
る
▽
病
院
事
業
の
１９
年
度
決
算

で
不
良
債
務
比
率
が
１０
％
以
上
―

―
な
ど
の
制
約
が
あ
る
も
の
の
、

こ
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
現
在
の
不
良
債
務
を
長
期

債
務
に
振
り
替
え
、
計
画
的
に
解

消
を
図
る
道
筋
が
示
さ
れ
た
。

市
場
公
募
地
方
債
に
つ
い
て

は
、
地
方
債
計
画
総
額
に
占
め

る
構
成
比
率
を
前
年
度
と
同
率
の

２７
・
２
％
と
し
、
３
兆
４
０
０
０

億
円
の
発
行
を
見
込
ん
で
い
る
。

う
ち
全
国
型
市
場
公
募
地
方
債
は

３
兆
５
０
０
億
円
、
住
民
参
加
型

市
場
公
募
地
方
債
は
３
５
０
０
億

円
を
、そ
れ
ぞ
れ
見
込
ん
で
い
る
。

な
お
、
２０
年
１０
月
の
地
方
公
営

企
業
等
金
融
機
構
発
足
に
伴
い
、

そ
の
資
金
と
し
て
１
兆
１
２
３
０

億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

成
人
式
の
原
型
と
も
い
え
る

「
元
服
の
儀
」
は
、
７
世
紀
の
天

武
天
皇
の
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
い

う
。皇

族
や
貴
族
の
子
息
が
、
１５
歳

前
後
に
な
る
と
髪
型
を
改
め
て
烏

帽
子
（
え
ぼ
し
）
を
か
ぶ
り
、
大

人
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

節
目
が
「
元
服
の
儀
」
で
あ
る
。

後
に
は
武
士
に
も
、
ま
た
江
戸
時

代
に
な
る
と
庶
民
の
間
に
も
広
ま

っ
た
。
女
性
の
場
合
は
、
長
い
髪

を
結
い
上
げ
る
「
髪
上
げ
の
儀
」

や
、
眉
を
落
と
し
た
り
お
歯
黒
を

つ
け
た
り
す
る
儀
式
を
行
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
成
人
の
日
は
１
９

９
９
年
ま
で
は
１
月
１５
日
に
固
定

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
古
来
、
小

正
月
（
１
月
１５
日
）
に
元
服
の
儀

を
執
り
行
っ
て
き
た
こ
と
に
由
来

す
る
と
い
う
。

し
か
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー

制
度
の
導
入
に
伴
い
、
２
０
０
０

年
か
ら
は
１
月
の
第
２
月
曜
日
が

「
成
人
の
日
」と
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
そ
の
年
の
１
月
８
日
か
ら

１４
日
ま
で
の
月
曜
日
に
該
当
す
る

日
を
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

祝
日
法
が
改
正
さ
れ
な
い
限
り
、

１
月
１５
日
が
「
成
人
の
日
」
に
な

る
こ
と
は
、
も
う
な
い
。

▼
議
長

▽
匝
瑳

佐
藤
正
雄（
１２
・
７
）

▽
金
沢

中
西
利
雄（
１２
・
１８
）

▽
朝
霞

陶
山
憲
秀（
１２
・
１８
）

▽
五
條

西
尾
彦
和（
１２
・
１８
）

▽
射
水

横
堀
大
輔（
１２
・
１９
）

▽
柳
井

賀
原
基
和（
１２
・
１９
）

▽
高
岡

舘

勇
将（
１２
・
２０
）

▽
松
戸

杉
浦
誠
一（
１２
・
２０
）

▼
副
議
長

▽
金
沢

増
江

啓（
１２
・
１８
）

▽
射
水

堀

義
治（
１２
・
１９
）

▽
五
條

太
田
好
紀（
１２
・
１９
）

▽
柳
井

石
丸
東
海（
１２
・
１９
）

▽
高
岡

水
口
清
志（
１２
・
２０
）

▽
松
戸

長
谷
川

満（
１２
・
２０
）

議

会

人

事

２０年度

地
方
債
総
額
０
・
３
％
減
に

５
年
連
続
マ
イ
ナ
ス

成

人

の

日
１
月
の
第
２
月
曜
日

平成２０年度地方債計画の概況

増減率
�／�×１００

％
△０．５
△４．１
３．２
７．７
△３．１
０．０
０．０
０．５

△０．３
△２．４
３．２

（注）１ 「調整（不交付団体分）」は、国庫補助負担金の一般財源化に伴う影響額
に係る不交付団体への資金手当分である。
２ 公営企業会計等分はすべて通常分である。

増減額
�－� �

億円
△４７４
△２，００６
１，５３２
２，０３２
△５００
０
０
１４２

△３３２
△１，８６４
１，５３２

平成１９年度
�
億円

９６，５２９
４８，３７９
４８，１５０
２６，３００
１５，９００
５，９００
５０

２８，５７９

１２５，１０８
７６，９５８
４８，１５０

平成２０年度
�
億円

９６，０５５
４６，３７３
４９，６８２
２８，３３２
１５，４００
５，９００
５０

２８，７２１

１２４，７７６
７５，０９４
４９，６８２

区 分

普通会計分

通常分
特別分
臨時財政対策債
財源対策債
退職手当債
調整（不交付団体分）

公営企業会計等分

総 計
通常分
特別分

時の話題

（３） 平成２０年１月１５日 第１６７５・７６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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行

事

予

定

電
話
番
号
等
変
更

清
冽
な
千
歳
川
が
市
内
を
流
れ

る
千
歳
市
は
、
川
の
源
流
で
あ

り
、
湖
畔
を
豊
か
な
緑
の
森
林

に
彩
ら
れ
た
「
支
笏
湖
」
を
擁
す

る
ま
ち
で
す
。
昭
和
２４
年
に
国
立

公
園
の
指
定
を
受
け
た
支
笏
湖

は
、
日
本
最
北
に
位
置
す
る
不

凍
湖
で
あ
り
、
湖
と
し
て
我
が
国

第
２
位
と
な
る
３
６
０
�
の
最
大

深
度
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
支
笏
湖
は
、
ユ
ニ
セ
フ
な

ど
が
主
催
し
、
そ
の
年
の
主
要
国

首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
で
議
論

さ
れ
る
国
際
問
題
に
つ
い
て
、
子

ど
も
た
ち
の
視
点
で
話
し
合
う

「
ジ
ュ
ニ
ア
８
サ
ミ
ッ
ト
」
の
２

０
０
８
年
開
催
地
（
７
月
１
日
〜

１０
日
）
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
本
を
代
表
す
る
支
笏
湖

で
毎
年
、
１
月
下
旬
か
ら
開
催
さ

れ
、
北
海
道
の
冬
を
代
表
す
る
名

物
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
千
歳
・
支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
」

で
す
。
「
氷
濤
」
と
は
、
氷
の
オ

ブ
ジ
ェ
の
こ
と
。
オ
ブ
ジ
ェ
と
し

て
湖
水
か
ら
造
ら
れ
た
氷
像
が
湖

畔
に
並
び
立
ち
、
観
光
客
を
出
迎

え
ま
す
。

昼
は
「
支
笏
湖
ブ
ル
ー
」
と
呼

ば
れ
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ブ
ル
ー
に
輝

き
、
夜
は
色
と
り
ど
り
の
ラ
イ
ト

に
照
ら
さ
れ
る
氷
像
が
、
昼
夜
を

問
わ
ず
「
氷
と
光
が
織
り
な
す
幻

想
の
世
界
」
へ
と
誘
い
、
観
る
者

す
べ
て
を
魅
了
し
ま
す
。

今
年
の
氷
濤
ま
つ
り
の
開
催
期

間
は
、
１
月
２５
日
か
ら
２
月
１７
日

ま
で
の
２４
日
間
。
今
年
で
３０
回
目

の
開
催
を
迎
え
る
節
目
の
ま
つ
り

に
向
け
、
氷
像
制
作
に

携
わ
る
１０
名
の
ス
タ
ッ

フ
も
気
合
い
が
入
り
ま

す
。
氷
像
の
制
作
は
昨

年
１１
月
２１
日
か
ら
開
始

さ
れ
て
お
り
、
ま
つ
り

本
番
ま
で
２４
時
間
体
制

で
続
け
ら
れ
ま
す
。

「
支
笏
湖
ブ
ル
ー
」

が
織
り
な
す
氷
像
群
の

美
し
さ
を
体
験
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
も
千
歳
へ

足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
息

を
飲
む
ほ
ど
の
美
し
さ

に
、
自
然
と
感
動
が
こ

み
上
げ
て
く
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

ま
つ
り
会
場
へ
お
出
掛
け
の
際

は
、
防
寒
対
策
を
お
忘
れ
な
く
。

会
場
周
辺
に
は
様
々
な
泉
質
の
揃

っ
た
支
笏
湖
温
泉
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
つ
り
を
堪
能
し
た
の
ち
湯

に
浸
か
り
、
凍
え
た
体
を
温
め
る

の
も
お
勧
め
で
す
。

な
お
、
千
歳
市
で
は
氷
濤
ま
つ

り
開
催
期
間
の
う
ち
１
月
３１
日
か

ら
２
月
２
日
に
か
け
、
北
海
道
で

の
「
快
適
な
冬
の
生
活
環
境
」
の

実
現
を
目
指
す
「
２
０
０
８
ふ
ゆ

ト
ピ
ア
・
フ
ェ
ア
in
千
歳
」
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
克

雪
・
利
雪
の
現
状
や
課
題
を
幅
広

く
扱
う
複
合
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

２３
回
目
の
開
催
を
迎
え
る
今
回

の
フ
ェ
ア
は
「
雪
と
仲
良
く
す
る

こ
と
は
、
地
球
と
仲
良
く
な
る
こ

と
で
し
た
」が
テ
ー
マ
。
冬
期
の

暖
房
や
雪
処
理
な
ど
で
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
が
多
い
北
海
道
に
お
い
て
、

「
冬
の
快
適
さ
」「
環
境
問
題
」

を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
実
施
な
ど
を
通
し
て
解
決

の
糸
口
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。
氷

濤
ま
つ
り
と
併
せ
、
立
ち
寄
ら
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

１／１

高
知
市
が
編
入
合
併

１
月
１
日
、
高
知
県
高
知
市
が

春
野
町
を
編
入
合
併
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
同
市
は
、
人
口
約
３４
万
３

０
０
０
人
、
面
積
３
０
９
・
２２
平

方
�
、
議
員
定
数
４４
人
（
定
数
特

例
）
と
な
っ
た
。

１／１５

豊
川
市
が
編
入
合
併

１
月
１５
日
、
愛
知
県
豊
川
市
が

音
羽
町
と
御
津
町
を
編
入
合
併
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
同
市
は
、
人
口

約
１５
万
９
０
０
０
人
、
面
積
１
５

０
・
７０
平
方
�
、
議
員
定
数
３５
人

（
定
数
特
例
）
と
な
っ
た
。

▽
１
月
３１
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

（
午
後
３
時
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
２
月
４
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
正
副
会
長
会
議
（
午
後
４

時
半
、
水
戸
市
）

▽
２
月
４
日

産
業
経
済
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１０

時
半
、
名
寄
市
）

▽
２
月
６
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
総
会
（
午
後

２
時
半
、
砂
防
会
館
）

▽
２
月
７
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部
会
長
会
議
（
午
前
９
時

半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
理
事

会
（
午
前
１０
時
半
、
同
）
・
評

議
員
会
（
午
後
１
時
半
、
日
本

都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）

▽
２
月
８
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
前
１０
時
半
、

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）
・

代
議
員
会（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
８
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
１
時
半
、
全

国
都
市
会
館
）

▽
泉
大
津
市
（
大
阪
府
）

�
０
７
２
５
（
３
３
）
９
４
４
９

（
議
会
事
務
局
直
通
）

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
は
変
更
な
し

１月１５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３５市
特例市 ４４市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

市市 政政

ニニュューースス

し

こ
つ

こ

ひ
ょ
う

と
う

支
笏
湖
氷
濤
ま
つ
り
開
催

千
歳
市（
北
海
道
）

１／２５～２／１７

１／３１～２／２には「ふゆトピア・フェア
in 千歳」も開催

湖
畔
に
立
ち
並
ぶ
氷
の
オ
ブ
ジ
ェ
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